
校訓「 自立 自修 」

松 韻
今年度の最重点 「勉強（幸せになるための努力）を好きになること」

夏休みを迎えるにあたって

先日、２年生のＨさんが、「校長先生、この本を読んでみてください。」と言って、

『10代の君たちへ 自分を育てるのは自分』という本を貸してくれました。東井先生と

いう方が中学生に対して話した講演をまとめた本で、とても勉強になる内容だったので

その一部を紹介します。

世界でただ一人の自分を、どんな自分に仕上げていくか。その責任者が自分であ

り、みなさん一人ひとりなんです。

猫や犬は生まれてすぐ人が育てても猫や犬に育つ。ところが人間は人間の子に生まれたから

といって、人間に育つとは決まっていない。今日の定説では、約五千通りの可能性をもって生ま

れてくるそうです。人間に生まれても、狼に育てられれば狼になる可能性さえもっているのです。

その五千通りの可能性の中から、どんな自分を取り出していくか。世界でただ一人の私を、どん

な自分に仕上げていくのか。その責任者は、みなさん一人ひとりなんです。

小学校の時、人間関係のトラブルに苦しんでいた何人かの１年生が、中学校入学後に

小さなトラブルを重ねながらも、自分のよさや持ち味を発揮し大きく成長しています。

その生徒たちを見ていると、「環境が変われば人は変わること」や「どんな自分になる

のかを決めるのは自分である」ということを実感できます。

五千通りの可能性の中で、すばらしい可能性を生かすために、「たい」に負けん

よう、自律の力をどうつけるかということを頑張ってくださいね。

皆さんも、「もう少し寝ていたい」、「もう少しテレビを見たい」、「もっとマンガを読みたい」など、

いろんな「たい」をもっていると思いますが、どうか「たい」の奴隷にならないでください。

例えば、テレビのスイッチは、見るためにもついているが、消すためにもついている。どんなに心

を引かれても、自分の大事な問題のためなら、パシッとスイッチを切れなければ、主人公じゃあり

ません。奴隷です。五千通りの可能性の中から、すばらしい可能性を引き出そうとしたら、自分の

人生の主人公にならなければいけません。

先日実施した学校生活アンケートに、２年生のＲさんが「将来の選択肢を広げるため

に毎日２時間以上勉強している」と書いていました。Ｒさんはスマホも所有していない

と回答していました。Ｒさんは、人生の主人公になるために必要な、「たい」を律する

力をもっているのだと思います。明日から３４日間の夏休みが始まります。全校生徒の

皆さんが、多くの「たい」に負けず、自分の可能性を磨いてくれることを期待します。

自分の人生を自分で粗末にする。これをバカといいますね。どうか皆さん、自分

で自分の人生を粗末にするような、バカにならないようお願いしたいんです。

自分の年齢を３で割ると、人生七十二年を一日二十四時間に当てはめて考えることができま

す。三十六歳が正午。中学３年生は１５歳だから、皆さんは朝の五時。まだ夜が明けたばかりで

す。ようやく明るくなり、これから一日が始まるのです。パッと目を覚まして、一日をスタートしなけれ

ばいけません。決して自分の人生を粗末にするようなことをしてはいけません。

明日から始まる夏休み、交通事故や水難事故に遭い、命を落とすような行動をしては

いけません。生徒の皆さんの人生は、夜が明けたばかりなのです。明日からの夏休み、

全校生徒が、「人生におけるさわやかな朝である、中学生のこの時にしかできないこと

に挑戦する、素敵な夏」を送ってくれることを期待しています。

※文中に差別的な表現が含まれていますが、本の表現をそのまま引用しています。（文責 校長 櫻庭）
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